
ICSPプローブを使用した簡易PICフラッシュROM書き込み機の試作例

ICSPプローブは基本的にはPICマイコン実装(実機)基板上でのPICマイコンフラッシュROM書き込みを行うものですが、広範
囲のPICマイコンICの書き込みを行うことができる超簡易書き込み機を試作してみました。対応できるPICマイコンは"複数
回書き換えられるフラッシュROMを搭載しているもの"のみです。簡易な書き込みなため、書き込み後のデータの保証はで
きませんので、書き込み不良が発生した場合には、消去書き込みベリファイを繰り返してください。また、確実な書き込
み電圧、確実なプログラムシーケンスではありませんので量産の書き込みには向きません。あくまでホビー用途・実験用
途での物と思ってください。
DIPタイプのPICマイコンには8ピン、14ピン、18ピン、20ピン、28ピン、40ピンがあります。またシリーズにはPIC10F、
PIC12F、PIC16F、PIC18Fがあります。PIC24やdsPICに関してはこの書き込み機では供給電流の制限上書き込みは行えない
と思います。
この書き込み機では40ピンのゼロプレッシャーソケットを使用して、8ピンから40ピンのPICマイコンに対応します。ICは
上方向に（1ピンを合わせる方向）に合わせます。
各ピン数のPICマイコンに合わせて接続を合わせるのにスイッチで切り替える方法もありますが、結構高額になってしまう
のでICSPプローブの接続コネクタを4つ搭載して使用マイコンに合わせて選択し、接続する方式としました。40ピン28ピン
の切り替えでどうしてもスイッチが１つ必要です。10Kohmの抵抗はLVP対応のプルダウン抵抗です。
コネクタは日圧XHの6ピンを使用しました。
4つのコネクタは、8ピン/14ピン/20ピンPIC用(CN1)、18ピンPIC用(CN2)、28ピンPIC用(CN3)、40ピンPIC用(CN4)です。
ICSPプローブのハーネスを使用PICマイコンに合わせて接続します。また40ピンPICを使用する場合にはスイッチ(SW1)をON
にしてください。

電源の制御はされていませんのでICSPプローブにRS232CケーブルをはずしてからPICマイコンの着脱を行ってください。
書き込みアプリケーションのICPROGとWinPICでは書き込みに対応するPICの種類が異なります。大体どちらかで対応してい
るようです。WinPICの方が書き込みが安定していて、失敗する確率が低いようです。
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